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（4）協議記録 
日時： 2007 年 11 月 2 日（金）9：00～10：30 

於： 基礎教育・識字省調査・計画局協力課（Coopération/DEP/MEBA） 

出席者：  

DEP/MEBA OUDRAGO Raymond（技師補） 

JICA 犀川、BISSIRI、岡田 

調査団 江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

（1）JICA 事務所より予備調査の目的を説明 

（2）調査団による技師補への質疑応答 

• MEBA による教室建設の実施方法について 

 政府予算による教室建設について、従前は、インフラ省が作成した標準設計に基づき、

BPE により MEBA が直接、工事業者の入札による選定、ならびに施工管理をしてい

た。 

 コモンバスケット（CAST）による教室建設では、当初、BPE が 45 人以上の技師補を

雇い、県レベル（DPEBA）での工事業者発注、施工管理を行おうとしたが、地方での

キャパシティ不足から実施が滞った。 

 その結果、2 年前（2005 年）から、Faso Baara を MOD（事業主代行機関）とした実施

体制に移行した。現在、政府予算、PPTE（HIPC イニシアティブ資金）、CAST（コモ

ンバスケット）ともに、同じメカニズムで実施されている。 

 BPE は解体され、BPE によって雇われ地方に配属された技師補らも契約期間が過ぎて

いるが、一部の職員には登庁している者もいる。給料は 4ヶ月前から停止されている。 

 記録者メモ：MEBA が直接行う教室建設は、Faso Baara を MOD とした実施体制

に統一されていることが確認された。 

• 教室建設の計画プロセスについて 

 教室建設のニーズやサイト選定については、より現状を把握している各県の DPEBA

が、優先順位の示されたリストを作成し、アクションプラン案に盛込む。 

 アクションプラン案は、中央で、予算の制約等を考慮しながら調整が行われ、全県の

DPEBA のワークショップの下で、最終的なアクションプランとして批准される。 

 記録者メモ：アクションプラン確定後の変更について、DPEBA、Faso Baara 等に

確認が必要である（対象校の変更、コンポーネントの変更等に、どう対応する

か？） 

• 教室建設完了後の維持管理体制について 

 竣工した教室は、Faso Baara からの連絡に基づき、MEBA も検収に立会い、MEBA に

引き渡される。 

 将来的には、地方分権化の法律に基づき、教室はコミューンに引き渡されるが、現在

は地方分権化の過渡期にあり、コミューンへの引渡しは行われていない。一方、土地
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は、地方分権化においても、政府の所有となっており、将来的にも移管されることは

ない（記録者メモ：国有ということと利用権等の確認が必要と思われる）。 

 実際には、教室を含む学校の維持管理は、父母会をはじめとする学校コミュニティに

よって行われている。父母会は、そのための分担金を父母から集金している。 

 記録者メモ：地方分権化が過渡期にあり、学校の運営・維持管理におけるコミュ

ーンの関与は実効段階にないことが説明されたが、地方分権化の流れは止まるこ

とはないと思われるので、本プロジェクトが実現される数年先の状況を想定して

検討しておく必要があるだろう。 

• 要請コンポーネント：トイレ 

 今回の要請が 8 ブースとなっている理由は、児童用 6 ブースに加え、教員用 2 ブース

を想定している。 

 現実には、予算の制約により、規定のユニット数が建設されるとは限らない。3 教室

のコンプレックスに対して児童用 4 ブースという事例もある。 

 記録者メモ：明快な説明ではなかったが、予算によって変わるものという理解で

良いと思われる。 

• 要請コンポーネント：教室サイズ 

 教室は児童 50 人を標準定員としている。従って、教室の家具も、児童数 50 人に対応

したもので良い。 

 記録者メモ：明快に説明された。現実には、児童 100 人ないしはそれ以上の過密

状況もあるが、それらは、学校が個別に対応するということであろう。 

• 要請コンポーネント：教員住宅 

 理想的には、教室数と同数、すなわち教員数と同数の教員住宅が必要である。 

 但し、現実には、予算の制約等により、3 教室のコンプレックスに１戸ないしは 2 戸

という状況もある。 

 教員住宅の基準は、2 寝室、居間、キッチン、シャワー/トイレである。 

 6 教室の学校のように、授業をもたないマネージメント専従の校長は、一般の教員よ

り格が上であるが、このような教員の経験、資格、年齢等による教員住宅のタイプ分

けは、現在の標準設計では、考慮されていない。それは、もし別のタイプを作るとす

ると、マネージメント校長住宅のように、より広い高価な住宅タイプが必要になるか

らである。 

 記録者メモ：若年・単身教員用の住宅タイプについて聞いたつもりであるが、明

快な回答は得られなかった。現状を視察してきた後、検討することとしたい。 

• 通学圏について 

 近隣学校（École de proximité）という概念の下、児童のより通学可能な範囲に学校を

設置している。 

 例えば、人口 500 人の村で児童が 30 人集まれば（記録者メモ：村人口 500 人であれ

ば、学齢人口 150 人程度はいる）、学校を設置する。それ以下の場合は、複数の村に 1

校ということになる。 
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 一方、通学距離については、3 キロメートルを標準にしている（農村部について）。従

って、2 つの学校の距離は、6 キロ以上となる。但し、現実には、その基準に従って、

必要な学校が設置できているわけではない。また、地域によって人口密度が異なるこ

とからも、規定どおりとはならない。 

 記録者メモ：MEBA の考え方は確認できた。 

• MEBA の技術者について 

 MEBA には技師（エンジニア）レベルはいないが、技師補は DEP に 1 名（OUEDRAGO 

Raymond 氏本人）と DAF に 5 名（AFD 等の各ドナープロジェクトを担当）いる。 

 既に説明したように、教室建設は Faso Baara を通したアウトソーシングになっており、

MEBA の関与は限定的であるが、検収の際に不具合が見つかることもあり（手遅れで

ある）、建設工事中にも検査に立ち会うなどの改善が必要と考えている（Raymond 氏

の考え）。 

 不具合は、全体としては設計に適合しているが、開口部（窓、ドア）、壁、床等の施

工精度・ミスが目立つ。具体的には、ドアの床との隙間が大きすぎるケース、壁や床

が平滑でないケース、同じく直角に交わってないケース、屋外廊下が室内の床より低

くなっていないケース等があった。 

 記録者メモ：Rayamond 氏の技術者として考え方は理解できるが、MEBA として

技術セクションを拡充していくことは流れに逆行すると思われ、これらの不具合

を改善するためにどのような体制が望ましいかは、包括的な観点からの検討が必

要であろう。 

• Faso Baara への事業主代行について 

 Faso Baara への MOD は、全体として、質の改善につながっていると評価できる（記

録者メモ：量的な観点も重要であろう）。工期の遵守については、監理コンサルタン

トの能力に拠る。 

 しかし、いくつかの点で問題もある：1）Faso Baara のオーバーロード（業務量が集中

しすぎ）、2）施工管理を行うコンサルタントの能力、巡回頻度等、3）施工業者の能

力に比べてロット数が多すぎる、等がある。 

 コンサルタントと業者については、1）より細心の選定を行うこと、2）違反に対する

制裁、3）施工業者の能力の見極め方法の改善等が必要である。 

 Faso Baara以外のMODとして、民間のコンサルタント（Faso Kanu等、一部はFaso Baara

から独立した者が起業）が始めているが、信頼性から、ドナーには Faso Baara を使い

続ける意向がある。 

 CRS/CATHWEL、OSEO（要確認）、PLAN 等の NGO も MOD を試行している。PLAN

は一般的な MOD であるが、前 2 者は、地域や住民参加の要素を盛込んでいる。NGO

による MOD の評価は、これらの多様性から、時期尚早である。 

• 20 優先県と要請対象県について 

 20 優先県は、総就学率が低いことを根拠に選定され、PPTE イニシアティブ財源によ

る教室建設が集中的に投下された。しかし、低い就学率の原因が教育インフラの未整
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備とは限らないため、就学率の向上には結びつかなかった。 

 例えば、要請対象の Yatenga 県は、学校をとりまくコミュニティの活動が活発である

ことから、就学率は 20 優先県よりも高いが、多くの学校はコミュニティが作ったわ

らぶき教室である。それらの教育に熱心なコミュニティを支えるためにもパーマネン

ト教室への建て替えが必要である。 

 記録者メモ：PDDEB における問題分析が不十分だったことが判明した。要請対

象県・対象校についての MEBA の考え方自体は納得できるものであるが、一方

で、直接的に就学率の向上を目的にしていないこと（間接的には寄与すると思わ

れるが）、学習環境の改善が目的であることも明確になった。このロジックが妥

当であるかどうかの論議、また妥当とした場合、選定の妥当性を裏付ける資料・

データの収集・分析が必要であろう。 

以上 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 2 日（金）15：00～16：30 

於： FASO BAARA 

出席者：  

FASO BAARA Saïdou OUEDRAOGO（Directeur technique：技術部長） 

JICA 犀川、BISSIRI、岡田 

調査団 江連、安土、磯野（記録） 

入手資料： FASO BAARA パンフレット 

 

議事： 

（1）調査団より訪問の目的を説明 

（2）調査団による技術部長への質疑応答 

• FASO BAARA の組織・体制について 

 FASO BAARA は周辺国の AGETIPE 等と同様に、世銀の支援の下、1996 年に政府に

より作られた MOD（事業主代行）機関である。政府組織ではなく、独立採算の非営

利組織である。 

 活動分野は、社会・経済インフラ整備にかかる建設工事が主体である。学校・教育施

設の他、病院、公共市場、バスターミナル、道路（舗装道路、ピスト）、ダム、深井

戸、施設一般等。 

 記録者メモ：記録者から、インフラ整備にかかる TA（施設のオペレーションプ

ラン等）や都市の住居表示策定等のソフトは対象にしているのか、という質問に

対し、可能であるという回答はあった。しかし、実際には、行っていないようで

ある。 

 人員構成は、全体は 32 人程度で、その内、技術者は、技師 6 人＋技師長 1 人、技師

補 6 人の 13 人である。他は、管理部門、財務部門、運転手（4 人）等がいる。 

 技師と技師補の 2 名がチームを組んでおり、6 チームがあることになる。これらのチ

ームは、大きな意味での地域ゾーンごとに仕事を分担しており、セクターごとの専門

化はしていない。 

• 教室建設について 

 現在、FASO BAARA が関わっているものに関しては、ひとつの標準設計に基づいて

教室建設が行われている。そのため、「設計」は行われていない。 

 但し、予算の制約により、建設すべきコンポーネントの採否は適宜行われる。 

 記録者メモ：トイレのブース数、教員住宅の戸数等も、随時、調整される。また、

地盤による基礎タイプも標準設計に複数が盛込まれているとのことである。後日、

標準設計を入手することとした（MEBA ないしは FASO BAARA から）。 

• コンサルタントの選定方法 

 教室建設にかかるコンサルタントは施工管理であるが、関心表明に基づき、 低で 3

者以上のショートリストを行い、技術プロポーザル、価格プロポーザルの 2 エンベロ
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ープ方式で選定する。世銀等が採用しているユニバーサルな方式である。 

• 建設業者の選定方法 

 一般公開入札を採用している。 

 当初は、業者リストを作っていたが、より透明性を高めるため、1999 年からは作って

いない。どの業者でも応札ができる。 

 教室建設の場合のロットの分割は、FASO BAARA の担当技師が提案を行い、技師長

が承認している。 

 入札の際の提出書類は、一般的な方式であるが、新聞等の公示の際に示される。 

 入札書類の審査は、企業の経営状況、技術関係、見積り等を総合的に審査し、 低価

格で十分な実施能力があると判断された業者を選定する。 

• コンサルタントおよび業者の事後評価について 

 コンサルタントおよび業者の事後評価は行っていない。 

 記録者メモ：入札書類の審査等で役立つと思われるが、一方で、プロマネや技術

者がプロジェクトごとに契約することが多いというブルキナファソの実情もあ

り、技術部長には事後評価の必要性・重要性は認識されていないようである。 

• 2007 年の予算による教室建設の進捗状況 

 コモンバスケット（CAST）による教室建設は、工事が 90％の状況にある。 

 政府予算、PPTE イニシアティブ等の他の予算については、現在、入札段階にある。 

• 免税について 

 AFD 等、他のドナーも免税を条件にしており、FASO BAARA と業者の契約は免税で

行っている。 

 記録者メモ：業者の資材調達における免税については、各業者の責任範囲である

ことから、明快な回答はなかった。定期報告書には記載されていないのだろう

か？再確認が必要である。第 3 次小学校建設の鴻池組によると、免税手続きは、

上記の業者契約の免税から資材調達の免税まで、5 ヶ月間を要すること、建設資

材のほとんど全てが輸入であることから、ほとんど全ての資材で免税が可能なこ

とが確認された。但し、免税で資材を調達する際には、納入業者が限られる等の

制約もある。ちなみに、鴻池組では、資材は加工も含め、鴻池組が調達し、各下

請け業者に供給している。それには、本来は下請け企業持ちのセメントも含まれ

（精算する）、砂・砂利等のみ下請け業者がサイト近くから調達している。 

（3）提供を依頼した資料等 

 Faso Baara 組織図 

 標準設計図書 

 設計者選定用 TOR サンプル 

 施工業者選定用入札図書サンプル 

 調達の公示公告サンプル 

 Faso Barra で優良と認識するコンサルタントおよび建設業者の紹介 

以上 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 5 日（月）9：30～10：30 

於： DPEBA de Passoré（首都からの距離：車で約 1 時間半、舗装状態は良好） 

出席者：  

DPEBA Passoré Bingo K Benoit（Inspecteur, Chef de la CEB Yako II）、他 1 名 

調査団 江連、安土、磯野（記録） 

入手資料： DPEBA 組織図 

 

議事： 

（1）調査団より訪問の目的を説明 

（2）調査団による視学官への質疑応答 

• DPEBA および CEB の組織・体制、役割分担について 

 DPEBA には 25 名のスタッフがおり、局長と秘書らから成る 1）事務局、2）統計課、

3）教員指導・研修課、4）人事課、5）管財課、6）学校環境改善課、7）識字課があ

る。 

 DPEBA Passoré には、8 つの CEB（基礎教育学区）がある（Yako I, Yako II, Arbolle, Bagare, 

La-Toden, Samba, Bokin, Kirsi）。DPEBA によって CEB の数は異なるが、CEB は 10 数

校から 50 校程度の学校グループとなるように構成している。CEB Yako II の場合には

44 校が含まれている（記録者メモ：Yako の町は大きいので、2 つの CEB に分割して

いると理解される）。 

 記録者メモ：CEB の区分は学校管理上から区分されており、行政区分とは必ずし

も一致していない。 

 CEB には 4～10 人程度のスタッフがおり、視学官、指導主事らが、教員指導および研

修、学校環境改善等の業務に就いている。 

 CEB は直接、学校を対象として業務を実施するのに対し、DPEBA は、直接、学校に

関わることはない。CEB の管理を通して、県内の基礎教育の管理や格差解消を図る。 

• GAP について 

 各 CEB には、教育行政組織ではないが、教員の自主研修組織として GAP がある。CEB 

Yako II（44 校）の場合、5 つの GAP がある。 

 GAP は、それぞれ、毎年、活動計画を立てるが、毎月 1～2 回の集会を持つのが一般

的である。活動内容は、教育についての話し合い、正規の教員資格である CAP の受

験対策としての授業方法の指導、先生らによる発表、視学官等のリソースパーソンに

よるレクチャー、模擬授業等の多様な形態がある。 

 教員の参加状況は良好（記録者メモ：Yako II の場合であり、僻地でも同様かどうかは

疑問）。本来は、教員の自主的な参加がコンセプトであったが、今は、各 GAP へ国か

らの小額の補助金が出ることになっている。 

• 教員の養成と配置 

 小学校卒業資格（BEPC）を取得した者の中から、入学試験により、小学校教員養成
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校（ENEP）に入学する。 

 1 年間の研修（教育実習を含む）の後、初等教員資格（CAPE）を取得する。教員採用

試験を受け、それぞれの需要に応じて各州に配属される。この段階で、国との契約教

員となる。 

 その後、県、CEB、学校へと配属される。 

 記録者メモ：平均点で試験さえ通れば、比較的、自分の希望する州（地元等）へ

配属される可能性が強い。しかし、州の中で、新任の先生は僻地に配属される可

能性は高い。 

• 教員の状況 

 CEB Yako II の場合、170 人の教員がいる。 

 CEB の長である視学官は 46 歳であるが、同年輩の教員は他にいない。80％の教員は

35 歳以下と若年層が多い。 

• 教員住宅の必要性について 

 僻地の学校では教員住宅が必要である。 

 但し、大きな町から 10 km 以内くらいだと、僻地の村には電気がない等、生活が不便

であり、バイク等で通う方を好む先生も少なくない。 

• 父母会について 

 父母会（APE）は各学校で組織されている。また、習慣的に男女別社会なので、母親

会（AME）も組織されており、APE は、本来は父母会であるが、実質的に父親会と

なっている。APE と AME が両輪のように機能している学校が良い学校である。 

 一般的に、父母は、児童ひとりあたり 1,000～2,000 FCFA/年の分担金を APE に払って

いる。平均的には、1,500 FCFA/年が多い。 

 APE 分担金は APE の会計が管理しているのが一般的である。しかし、校長の意見が

強い学校もある。 

 APE 分担金は、学校運営に必要な様々な活動に使われるが、金額的な制約から、大き

な修理や工事を行うには不十分である。 

 学校管理委員会（COGES）は、組織されていない学校が多く、実質的に、APE およ

び AME が COGES の役割を担っている。 

以上 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 6 日（火）AM 

於： DPEBA de Sanmatenga（首都からの距離：車で約 2 時間、舗装状態は良好） 

出席者：  

DPEBA KINDA B. Jean Hubert（Directeur provinciale） 

調査団 江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

 井戸について：ソフトコンポーネントの維持管理は、今まで、実際に修理することが

ない。むしろ、保健・衛生教育のようなものが必要という意見。 

 教員住宅：教員が授業の準備をするオフィスとしても重要、夜間の照明が欲しい。 

 DPEBA de Sanmatenga には、10 の CEB がある 

 
協議記録 
日時： 2007 年 11 月 6 日（火）PM 

於： PLAN Kaya, Sanmatenga 

出席者：  

DPEBA LOMPO Théodore（Chargé de l’éducation）、他 

調査団 江連、安土、磯野（記録） 

入手資料： Bright プロジェクト施工業者リスト 

 

議事： 

 USAID の Bright プロジェクトの対象校は DPEBA が選定した 

 PLAN の標準設計の設計者は Inter-Plan というコンサルタント会社 

 監理のコンサルタントを雇用、PLAN の技術チームも監修 

 また建設業者は、GCCG Sankara Mourij, Ouagadougou 他（業者リストを参照） 

 

協議記録 
日時： 2007 年 11 月 7 日（水）AM 

於： DPEBA de Yatenga（首都からの距離：車で約 3 時間、舗装状態は良好） 

出席者：  

DPEBA OUEDRAGO Seydou（Directeur provinciale）、他 

調査団 江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

 教室建設の対象校の選定方法：DPEBA がリストを作るが、中央で調整される 

 スクールマッピングを基に検討し、DPEBA のアクションプランに盛込んでいる 

 一方で、コミュニティから設置許可を求められるものもある 
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 DPEBA に再確認したところ、実際には、前者は建前論であり、後者の追認となって

いるのが実情（コミュニティのイニシアティブのない所には学校は設置されない） 

 

協議記録 
日時： 2007 年 11 月 8 日（木）AM 

於： DPEBA de Ganzourgou（首都からの距離：車で約 1 時間半、舗装状態は良好） 

出席者：  

DPEBA BELEMLILGA Tinlé（Directeur provinciale）、他 

調査団 江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

 局長は DEP から異動したばかりである 

 ガンズルグ県内には 8 つの CEB がある 

 DPEBA には 26 人がいるが、15 人くらいしか働いていない（産休や病気療養での長期

休暇の教員が DPEBA 付けになっていることも要因） 

 

協議記録 
日時： 2007 年 11 月 8 日（木）AM 

於： CEB Mogtédo 

出席者：  

DPEBA COMPAORE Moumouni（Inspecteur CEB Mogtédo）、他 

調査団 江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

 この CEB には 48 の学校がある 

 就学率について：CEB では就学率を計算していない（学齢人口がないのでできないと

思われる）、おおよそ 27～28％ではないか＝かなり低いという認識 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 12 日（月）8：30～10：30 

於： DEP 

出席者：  

DEP KONATE Seydou（局長）、ZOMBRE Ignace（計画・将来予測課長） 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

（1）星野団長からの挨拶 

• 表敬と調査団の目的 

 これまで日本の援助による約 500 教室の建設は、両国の友好関係の証である。 

 330 教室の建設についての要請に対して、妥当性を検討するためのミッションを派遣

した。 

• 確認したい点 

 6 県の選定の妥当性、教員配置および予算措置が確保されているかどうか 

 各要請コンポーネント（教室、教員住宅、井戸等）の必要性 

 ブルキナファソで教室建設がどのように進捗しているか 

 技術面：ブルキナファソの標準設計の採用の可能性 

 これまでの一般無償の実施方法から新方式の採用の可能性 

（2）局長からの挨拶と回答 

• PDDEB の概要について 

 PDDEB では、PTF（ドナーおよび NGO）と協力し、アクセスの拡大に努めている。

今年は、CAST（コモンバスケット）への資金供出が減ったことから、目標達成に困

難があった。日本の支援に大きな期待を抱いている。 

 インセプションレポートには目を通した。妥当性の検証については了解した。DEP と

しても必要な情報を提供する。 

 教室建設については、もっと多くのニーズに応えるよう、可能な限り 大の教室数を

建設して欲しい。 

 現在の標準設計の採用については、共に検討し、より多くの児童に裨益するようにし

たい。 

 ブルキナファソでは事業主代行（建設工事における調達機関）が多く採用されており、

経験が蓄積されているので了解である。 

（3）詳細協議事項 

• 星野団長から新方式のプロセスについて詳細に説明 

 新方式は事業主代行と似たシステムである。 

 新方式のプロセスを詳細に説明した（概略設計でプロジェクトの全体像の策定→E/N

→政府間協議委員会の設置→本邦銀行口座の開設→日本政府が送金→ブルキナ政府

と JICS が契約→JICS 口座に事業資金を移動→JICS の業務報酬の支払い→業務開始→
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コンサルタント契約→詳細設計→JICS が業者入札→完工・瑕疵検査まで日本の役割

等）。 

 また、ソフトコンポーネントの内容は概略設計で検討する。 

 日本のシステムを使わざる得ない点、ブルキナ側に負担をかけることになり、心苦し

いがよろしくお願いしたい。 

• 質疑応答 

 （星野）JICS と現地業者の契約について、還付ではなく、事前に免税手続きを行って

ほしい。 

 （局長）問題ないと思うが、財務経済省で確認し明らかにしたい。 

 （星野）用地の確保について問題ないか？ 

 （局長）土地は国有であり、学校を設置する際に土地の権利関係は解決されているの

で、わらぶきの学校でも、問題はない。 

 （星野）先ほどの「教室を 大に」という発言は、教室中心に建設したいという趣旨

か？ 

 （局長）井戸やトイレがないのは問題であり、コンプレックスが原則である。また、

水を確保した上で教室建設工事を行うことが望ましいと考えている。「教室を 大に」

というのは、コストを下げて教室数を増やすという趣旨である。 

 （星野）教員住宅で、第二次で行ったように、資材のみ供給し地元住民等で建設する

ことは可能か？ 

 （局長）住民の学校運営や教育への参加は重要であり、検討すべき事項である。 

 （星野）対象 6 県の内、妥当性の低い県が認められた場合、どう対処するか？ 

 （局長）提案してください。我々はオープンです（ここで、PDDEB のコモンバスケ

ット資金が減額している状況を説明した）。 

 （星野）PDDE 第 2 フェーズの目標にあるように、毎年 2,397 教室の建設というのは

可能か？ 

 （局長）可能である。2,397 教室というのは、MEBA のみではなく、他のリソースに

よる教室建設も含んでいる。大まかには、Faso Baara の事業主代行により約 2/3、その

他 NGO 等により 1/3 という配分で考えている。 

 （犀川）CAST の 40％減の理由は？ 

 （局長）ベルギーの撤退等である。 

以上 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 12 日（月）10：30～11：00 

於： 外務・地域協力省（MAECR） 

出席者：  

MAECR BATJOBO Pascal（アジア・大洋州・カリブ局長）、NANA Benjamin（アジ

ア課長） 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野（記録） 

入手資料： 特になし 

 

議事： 

（1）星野団長からの挨拶 

 これまで日本の援助による約 500 教室の建設は、両国の友好関係の証である。 

 330 教室の建設についての要請を受け、妥当性を検討するためのミッションである。 

 新方式を検討する。プロジェクト資金を JICS が管理した上で、現地のコンサルタン

トおよび業者を利用する。 

 免税等においても外務省のサポートも必要になるので、協力をお願いしたい。 

（2）局長からの挨拶と回答 

 調査団を歓迎する。 

 ブルキナファソでは、2007-08 年から 7～16 歳の教育無償化が始まった。需要はます

ます増える。 

 先月、東京で二国間の政策協議があり、教育分野への協力を依頼してきた。 

 免税についても、これまでどおり、サポートする。 

以上 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 12 日（月）11：00～11：30 

於： 基礎教育・識字省（MEBA）事務次官 

出席者：  

事務次官 ZABA Noraogo Innocent 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

（1）星野団長からの挨拶 

 6 県について、330 教室、井戸、教員住宅、トイレの建設の要請を受け、妥当性を検

討するためのミッションである。 

 新方式を検討する。プロジェクト資金を JICS が管理した上で、現地のコンサルタン

トおよび業者を利用する。 

（2）事務次官からの挨拶と回答 

 基礎教育の無償化に伴い、1 教室に 100 人以上の児童がいる状況がでてきている。 

 都市部では教員住宅はいらないが、地方では教員住宅が必要である。 

 これまで教室を優先し、トイレや井戸を後回しにしてきたが、衛生は不可欠な要素で

あり、コンプレックスとして整備、建設することが必要と考えている。 

 ローカルの企業（コンサルタント、建設業者）も能力を備えている。確認してもらい

たい。 

 ミニッツの署名について：MEBA レベルならば事務次官がサインするのが原則である

が、DEP で検討する。日時は 11 月 16 日（金）16：00 で了解した。 

以上 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 12 日（月）15：30～16：00 

於： 経済・財務省（MEF） 

出席者：  

MEF YANOGO K. Alexis（二国間協力局長）、KABRE B. Raphaël（アジア担当） 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

（1）星野団長からの挨拶 

 330 教室の建設の要請を受け、予算、教員配置を含めた妥当性を検討するためのミッ

ションである。 

（2）MEF からの挨拶と回答 

 本日は協力総局長が外遊中で不在。調査団を歓迎する。 

（3）協議 

 （星野）今回の教室建設では、新方式を検討する。プロジェクト資金を JICS が管理

した上で、現地のコンサルタントおよび業者を利用する。1）JICS とブルキナ政府、2）

JICS の活動、3）JICS とコンサルタント・業者との免税手続きについて確認したい。 

 （MEF）全ての外部からの援助は免税である。但し、国内での調達分については制度

上できない。税務総局（VAT）と税関（関税）が管轄しているので、詳細はそちらに

照会して欲しい。 

 （MEF）新方式はパリ宣言に適合しているか？また、事業主代行機関への報酬の支払

いによって、建設できる教室数が減少することはないのか？調達手続きで建設が遅れ

ることはないのか？16 日署名予定のミニッツの位置づけ、内容は？ 

 （星野）一定の金額でより多くの教室を建設することが趣旨で、セネガル、ニジェー

ル、マダガスカルで先行事例がある。セネガルではこれまでの 2 倍の教室が建設され

る。スケジュールについては確実に実施していく。長くなっても 2 年程度である。事

業主代行機関への報酬が支払われても、これまでは、日本のコンサルタントと業者に

支払われていたことを考えると、増えることはない。また、日本の建設業者は現地業

者を随意契約で選んでいたが、新方式では競争入札が導入される。パリ宣言とは一致

していないが、国際協調の考え方は尊重したい。ミニッツは国際約束ではなく法的拘

束力はないが、双方でプロセスを確認するものである。 

 （MEF）E/N が根拠となり、全ての免税が可能と思われる。MEF もミニッツの署名に

関わるつもりである。DEP と調整する。 

以上 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 13 日（火）AM 

於： DREBA du Centre Est（首都からの距離：車で約 3 時間、舗装状態は良好） 

出席者：  

DREBA du Centre Est OUEDRAOGO Robert 

DPEBA de Boulogou OUANGO Guy（Directeur provinciale） 

DPEBA de Kouritenga KOUDOUGOU Y. Augustin（Directeur provinciale） 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野 

 

議事： 

 調査団から訪問の目的を説明、サイト調査への協力依頼（訪問校、スケジュールの調

整等） 

 同じ敷地内にある DPEBA de Boulgou へ移動（Kouritenga は翌日に訪れる約束をした） 

 
協議記録 
日時： 2007 年 11 月 13 日（火）AM 

於： DPEBA de Boulogou 

出席者：  

DPEBA de Boulogou OUANGO Guy（Directeur provinciale）、他 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野 

 

議事： 

（1）教育の現状 

 県内には、249 校 1,303 学級がある 

 県内には、30 箇所の基礎教育学区（CEB）があり、本計画実施の際の教員配置、施設

の維持管理に関しては責任をもってこれを行う。教員配置に関しては、要望の 80％は

対応されている状況である（後ほどデータを確認したところ、要望数と派遣された教

員数は一致していることが判明、不足分は異動した教員等による欠員） 

 教育セクターの課題としては、児童の通学距離の長さ、黒板や教材の不足、図書室の

未整備、維持管理されずに機能していない井戸が多いこと、教員の労働環境の未整備

（教員住宅のことを指す）などが挙げられる。 

（2）要請について 

 コミュニティは、（わらぶき）教室以外の施設を自力で負担する資金力を有しておら

ず、井戸、トイレ、教員住宅等は、標準コンプレックスとして整備してほしい。 

 学校は、地域社会の中心となる場所であり、ソーラー発電が整備されれば、夜間も利

用可能となる。4～5 校には、既に、設備がある。 

（3）学校建設の状況 

 深井戸の掘削は、学校建設と別契約で行っており、専門業者によって 1 本あたり約 500
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百万 FCFA である。 

 業者契約に関しては、品質が悪ければやり直し、工期が遵守できなければペナルティ

を課す等しており、契約を解除した例もある。 

 

協議記録 
日時： 2007 年 11 月 14 日（水）AM 

於： DPEBA de Kouritenga 

出席者：  

DPEBA de Kouritenga KOUDOUGOU Y. Augustin（Directeur provinciale）、他 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野 

 

議事： 

（1）学校施設の現状 

 基礎教育の普遍化のため、わらぶき教室の建設が進んでいる。平均して、1～2 年で通

常の教室を建設できるようにしている。父母会や住民の要望が強ければ早く建設され

る。 

 過密状態がひどく、1 教室に 140 人の例もある。また、教室不足により、教員住宅や

倉庫を改造して教室にしている例もある。 

 土地に関しては、わらぶき教室を建設の際（すなわち、学校の設置時）、土地利用権

を明確にしており（土地は国有）、既にわらぶき教室がある場所に通常の教室を建設

する場合、土地問題は発生しない。 

（2）教員の状況 

 教員の約 6 割は、教員住宅に居住している。教員は 3 年程度で異動する。 

 現場レベルの現職教員研修は困難な状況であり、教員の意欲に対して制度が伴ってい

ない状況である。 

（3）父母会の活動 

 児童ひとりあたり 500～1,000 FCFA/年の父母会費負担で調理人を雇い、穀物を父母会

が提供し、学校給食を実施している。 

 父母会の主な活動は、スポーツ・文化（ボールの購入等）、施設の修理（ドア、机等）、

教室の建設（主に仮設）、食材の提供等である。 

（4）その他 

 ひとりあたり 5,000 FCFA/年程度の授業料で、学校で識字教室を開いているところも

ある。学校の先生が講師となり、先生の副収入にもなる。 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 15 日（木）AM 

於： DPEBA de Boulkièmdé（首都からの距離：車で約 1 時間、舗装状態は良好） 

出席者：  

DPEBA de Boulkièmdé TRAORE S. Dorothée（CPI）、他 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野 

 

議事： 

（1）教育の現状 

 県内には、362 校、1,417 学級（公立 310 校、私立 52 校）がある。 

 公立校の児童数は、男子 39,246 人、女子 30,927 人であり、2007 年の入学児童につい

ていえば、女子が男子を上回った。全教員の 4 割が女性である。 

 基礎教育学区（CEB）は 19 箇所ある。 

 ドロップアウトの主な原因は、貧困による飢餓と病気であるが、他県と比べると少な

い。 

（2）学校施設の現状 

 わらぶき教室が 144 ある。わらぶき教室は、寒さや埃の問題があるんで、早期の教室

建設が望まれている。 

 机・椅子が不足しており、床に座って授業を受けている例もある。 

 トイレがない学校が大半である。トイレのある学校は 242 校に留まっている。 

 井戸については、135 本が機能しており、19 本はポンプの故障や水量不足で機能して

いない。 

（3）父母会の活動 

 学校給食に関しては、昨年までは父母会が実施していたが、今年は経済状況が悪く、

始まっていない。 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 15 日（月）17：30～18：30 

於： DEP 

出席者：  

DEP KONATE Seydou（局長）、BINGOUWEOGO P. Etienne（協力課長）、ZOMBRE 

Ignace（計画・将来予測課長） 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

（1）ミニッツ協議 

 ミニッツのドラフトに基づき、内容の協議を行った。 

（2）その他質疑応答 

 （調査団）標準設計では、風についてどのように考えているか？ 

 （DEP）地域によって風の状況は少し異なるが、標準設計では、屋根はひとつの基準

しかない。基礎については、地盤に応じて深さを変える。（記録者註：実際には、風

速等の風に関する観測データは、ワガドゥグ以外にはない） 

 （調査団）井戸の工事契約は？ 

 （DEP）教室等とは、入札に基づき、別契約で行っている。成功井の判断ができない

ので、雨期（4～6 月）に井戸を掘削することは禁じている。また、水質検査も義務付

けており、水質と流量が十分なものを成功井としている。学校の敷地内で水が出ない

場合は、AFD の基準だが、 大で 200m までの距離のものを学校の井戸として認めて

いる。 

 （調査団）井戸の建設許可等の手続きは必要か？ 

 （DEP）農業・水利省が管轄で、許可手続きは MEBA が同省水資源総局に行う。 

 （調査団）井戸の管理体制は？ 

 （DEP）学校の井戸は、井戸管理委員会を設置する。建設前に組織し、啓蒙・啓発活

動を行う。CAST でも同様に行っている。日本の無償では現地コンサルタントが行っ

たが、NGO 等もその分野の経験は豊富である。 

以上 
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協議記録 
日時： 2007 年 11 月 15 日（月）16：30～17：30 

於： 経済・財務省（MEF）税務総局（DGI） 

出席者：  

DGI SAWADOGO Sayoula（法律・訴訟局）、KABRE Eric Francis（法律・訴訟局）、

DOMAMBA Fean（法律・訴訟局） 

調査団 星野、森田、犀川、Bissiri、江連、安土、磯野（記録） 

 

議事： 

（1）星野団長からの趣旨を説明 

 これまで一般無償資金協力で約 500 教室を建設してきたが、今回、新方式を検討して

いる。 

 JICS を調達機関として、現地のコンサルタント、建設業者を利用する。 

 図を用い、新方式のメカニズムを説明した。 

（2）税務総局からの回答 

 日本政府とブルキナ政府の E/N の内容に基づき、JICS はブルキナ政府（MEBA）と協

定書（Convention）を結ぶ。税務総局は、協定書に従って、JICS に免税証明（Certificat 

d’exonération）を発行する。従って、協定書の内容が重要であり、事前に税務総局の

ドラフトチェックを受けて欲しい。 

 この免税証明の写しを添付することで、JICS とコンサルタント、建設業者への支払い

は VAT が免除される。実際には、それぞれとの契約は税抜きで契約した上で、それぞ

れの業者からは、VAT（現時点で 18％）を外税にした請求書（Facture＝Invoice）が JICS

に提出される。JICS は、免税証明を添付し VAT を除いた税抜きの支払いを行う。ブ

ルキナ政府が VAT 分をそれぞれの業者に支払う、というメカニズムになる。 

 このように、VAT 分をブルキナ政府が業者に支払うことから、各業者の国内調達につ

いては、免税されない。建設資材によっては、セメントのように、国内産業の振興の

目的で税率を下げているものがある（但し、鉄材は対象になっていない）。 

 JICS の活動のための資機材、車両、オフィスの借上げ等は、E/N に基づき免税される

が、それは上記とは異なり、それぞれの調達の際に、それぞれの調達先から Facture 

proforma（仮納品書：Proforma Invoice）を揃えた上で、税務総局に提出し、承認（ス

タンプ）をもらう方式で行われる。 

（3）質疑応答 

 （星野）免税証明の発行に要する期間は？ 

 （DGI）長くても 1 週間程度である。 

以上 
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